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Ⅰ 基本方針 

 当公社は、下水道公社定款に基づき、下水道の維持管理に関する業務を行うほか、下

水道知識の普及・啓発活動及び下水道技術に関する調査研究を行い、県及び市町村の下

水道事業に協力し、もって県民の健康で快適な生活環境の向上と公共用水域の水質保全

に寄与し、公衆衛生の向上及び環境保全を目的として事業を遂行します。 

事業の実施にあたっては、2019年度から 2023年度までの 5年間を期間とする「公益

財団法人神奈川県下水道公社第 6 期経営改善計画」に基づき、今後とも運営の健全化と

効率化を推進するとともに、持続可能な下水道事業を目指します。 

また、新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、感染拡大防止に努めながら事業を

行います。 

 

Ⅱ 公益目的事業 

  当公社は、前記基本方針に基づき、次に掲げる公益目的事業を行います。 

 １ 流域下水道の処理施設の運転操作等維持管理業務に関すること。 

 ２ 前号の業務と一体となって実施する改築業務に関すること。 

 ３ 市町村の実施する下水道における維持管理業務等の技術的業務に関すること。 

 ４ 下水道知識の普及・啓発活動及び下水道の研修に関すること。 

 ５ 汚水及び汚泥の処理方法についての調査及び研究に関すること。 

  

Ⅲ 事業計画 

当公社は、神奈川県が設置する流域下水道の処理施設の運転操作等維持管理業務を受

託するほか、市町村が実施する下水道における水質分析や維持管理業務等の技術的業務

を受託します。 

また、多くの方に下水道への理解と関心を深めていただくための普及・啓発活動及び

下水道関係者の知識や技術力の向上を目的とした研修を行う他、維持管理技術の向上と

運営の効率化を図るため、調査研究を行います。 

各事業の実施にあたっては、創意と工夫をもって主体的に業務に取り組み、県民の健

康で快適な生活環境の向上と公共用水域の水質保全に寄与するため、次の事業を行いま

す。 

 

１ 流域下水道の下水処理等維持管理事業 

神奈川県から相模川及び酒匂川流域下水道の下水処理等維持管理業務を受託し、下

水処理場施設、幹線管渠及び関連するポンプ場施設等の維持管理を行います。 

 

（１）主な維持管理施設等の概要 

4箇所の下水処理場、9箇所のポンプ場、173.82kmの幹線管渠及び上部利用

施設等の維持管理を行います。主な維持管理施設等は、次表のとおりです。 
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     処理場 

施設・設備等 

相模川流域下水道 酒匂川流域下水道 

四之宮 柳 島 酒 匂 扇 町 

敷 地 面 積 26.9 ha 19.6 ha 9.8 ha 7.0 ha 

水 処 理 施 設 
（施設能力  日最大） 

6系列 

(306,150m3／日) 

9系列 

(531,700m3／日) 

3系列 

(105,648m3／日) 

2系列 

(55,120m3／日) 

汚 泥 脱 水 設 備 

遠 心  2台 

スクリュー  2台 

 

遠 心 3台 

ロータリー  1台 

スクリュー  3台 

スクリュー  4台 

 

 

ベ ル ト  2台 

スクリュー  1台 

 

汚 泥 焼 却 設 備 
（ 処 理 能 力  計 ） 

3基 

(320ｔ／日) 

4基 

(660ｔ／日) 

1基 

(60ｔ／日) 

2基 

(60ｔ／日) 

幹 線 管 渠 37,960 ｍ 89,600 ｍ 26,920 ｍ 19,340 ｍ 

ポ ン プ 場 2箇所 6箇所 1箇所 ― 

上 部 利 用 施 設 
四之宮ふれあい広場 

5.25 ha 
※茅ヶ崎市へ

管理移管 
酒 匂 き ら り 広 場 

2.1 ha 

扇町しらさぎ広場 

1.2 ha 

(注) 汚泥脱水設備欄に記載している「遠心」等の名称は、次の脱水機の種類を表す。 

・「遠  心」： 遠心脱水機 

・「スクリュー」： 圧入式スクリュープレス脱水機 

・「ロータリー」： 回転加圧脱水機 

・「ベ ル ト」： ベルトプレス脱水機 

 

（２）下水処理 

県が示す計画流入下水量に基づき、次表に示す流入下水を処理します。 

下水の処理にあたっては、常に良好な放流水質の維持に努めます。 

流 域 下水処理場 
（水再生センター） 

計画流入下水量（千 m3／年） 

令和 5年度 令和 4年度 増 減（前年比％） 

相模川 

四之宮 84,729 83,500 1,229 (101.5) 

柳 島 155,942 155,941 1 (100.0) 

計 240,671 239,441 1,230 (100.5) 

酒匂川 

酒 匂 31,749 31,784 △35 (99.9) 

扇 町 14,976 14,916 60 (100.4) 

計 46,725 46,700 25 (100.1) 

合   計 287,396 286,141 1,255 (100.4) 
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（３）汚泥処理 

発生した汚泥等は原則焼却し、建設資材の原材料として全量有効活用に努め

ます。 

         ア 汚泥等発生量 

流 域 下水処理場 
（水再生センター） 

汚泥等発生量（ｔ／年） 

令和 5年度 令和 4年度 増 減（前年比％） 

相模川 

四之宮 57,137 55,590 1,547 (102.8) 

柳 島 128,741 129,194 △453 (99.6) 

計 185,878 184,784 1,094 (100.6) 

酒匂川 

酒 匂 21,169 21,017 152 (100.7) 

扇 町 8,217 8,158 59 (100.7) 

計 29,386 29,175 211 (100.7) 

合   計 215,264 213,959 1,305 (100.6) 

イ 焼却灰等処分量 

流 域 下水処理場 
（水再生センター） 

焼却灰等処分量（ｔ／年） 

令和 5年度 令和 4年度 増 減（前年比％） 

相模川 

四之宮 1,647 1,742 △95 (94.5) 

柳 島 3,217 3,281 △64 (98.0) 

計 4,864 5,023 △159 (96.8) 

酒匂川 

酒 匂 1,482 1,742 △260 (85.1) 

扇 町 207 199 8 (104.0) 

計 1,689 1,941 △252 (87.0) 

合   計 6,553 6,964 △411 (94.1) 

 (注) 焼却灰等は、乾灰、加湿灰、焼却沈砂、脱水汚泥を表す。 

 

（４）流入水質の維持確保に向けた支援 

下水道施設及び放流水質に影響を及ぼす下水の流入を防止するため、流域幹

線調査等を行い、流域下水道と流域関連公共下水道の一体的な水質管理を進め

ます。 

ア 水質規制技術支援業務（アシスト下水道） 

流域関連市町が行う施設立入検査への技術支援や水質異常時の原因究明調

査などの技術支援を行います。 
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イ 研修会の開催 

流域関連市町や事業場の担当者を対象に、次の研修会を実施します。 

研修会名 開催時期 研修対象者 研修概要 

水質規制業務内

容に係る研修会 
5月頃 

流域関連市町の事業

場排水水質規制担当

の新任者 

水質規制業務の概要（初級編）

に関する研修 

水質規制担当者 

特別研修会 
11月頃 

流域関連市町の事業

場排水水質規制担当

職員 

事業場に対する監視・指導の

知識・技術及び公正かつ効果

的な水質規制に関する研修 

事業場排水担当

者研修会 
12月頃 事業場の排水担当者 

安定して下水道を利用するた

めの下水道法の解説や下水へ

排水する際の注意点などに関

する研修 

   

ウ パンフレットの作成及び配布 

公共下水道を使用する場合の排水に係る水質規制のあらましや届出などに

ついて、分かりやすく説明したパンフレットを作成し、公共下水道を使用す

る事業者の皆様に活用していただけるよう、事業者と流域関連市町に配布し

ます。 

   

（５）老朽化対策 

計画的に施設の点検、設備診断を実施し、維持管理計画に反映させるととも

に、県のストックマネジメント計画に適切な提案を行い、重大事故の防止や適

切な予防保全を図ります。 

 

（６）設備機器の点検・補修等 

日常点検等により設備機器の状態を把握し、適切に補修を行うとともに、精

密点検基準等に定められた重要な設備機器について、計画的に修繕を行います。 

 

（７）危機管理対応 

大規模災害や事故などへの対応は、「神奈川県流域下水道施設災害対策実施要

領」に基づき作成した計画等により行います。 

   

（８）環境対策 

処理場敷地境界付近や各施設の定期的な臭気測定を行い、環境保護に努めま

す。 

また、焼却灰等の放射能濃度や処理場敷地境界線の放射線量を測定し、適正

な管理を行います。 
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（９）施設見学 

小学校、自治会、地域の方々などの施設見学を行います。 

 

（10）下水道ふれあいまつりの開催 

処理場施設見学、下水道学習室などを通じて、多くの方々に親しまれる下水

道となるよう「下水道ふれあいまつり」を開催します。 

・共  催 ： 神奈川県、下水道公社 

・協  力 ： 相模川及び酒匂川流域関連市町 

・開催時期 ： 令和 5年 10月頃 

・開催場所 ： 相模川流域は、四之宮水再生センター 

  酒匂川流域は、扇町水再生センター 

 

２ 流域下水道の下水処理等維持管理業務と一体となって実施する改築業務 

施設の定期的な分解点検や修繕工事の実施に合わせて、老朽化が進んだ設備につい

て、設備の更新を実施することで、設備の停止期間の短縮や更新工事経費の縮減を図

り、効率的で安定した運転管理を行います。 

 

３ 市町村支援事業 

 

（１）下水道の水質分析等受託 

流域関連市町から特定事業場の下水の水質分析を受託し、特定事業場排水の

分析を行います。 

また、水質異常値の調査への協力及び排水設備管理等に関する情報提供を含

む技術支援を行います。 

区 分 
計  画  数 

受託市町数 調査事業場数 水質分析数 

  年度 

流域 

R5 

A 

R4 

B 

差異 

A‐B 

R5 

A 

R4 

B 

差異 

A‐B 

R5 

A 

R4 

B 

差異 

A‐B 

相模川 7  7 0 109 108 1 6,345 6,884 △539 

酒匂川 8  8 0 46 47 △1 3,053 3,373 △320 

計 15 15 0 155 155 0 9,398 10,257 △859 

 

（２）下水道施設を維持管理するための技術的支援 

単独処理場を有する市町村から下水処理場の運転管理に関する技術的業務を

受託します。 

また、市町村が行う公共下水道の下水処理に関する技術協力や、緊急時、災

害時における支援・協力等を行います。 
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４ 下水道知識普及啓発事業及び下水道担当職員研修事業 

多くの方に下水道への理解と関心を深めていただくための普及・啓発活動を行いま

す。また、下水道関係者の知識や技術力の向上を目的とし、県及び市町村が行う下水

道事業を所管する担当職員を対象に研修会を実施します。 

 

（１）下水道作品コンクールの実施 

流域関連市町の小学校 4 年生を対象として、作文、ポスター、書道の作品を

募集するコンクールを実施します。 

応募された作品の中から入賞者を表彰するとともに、入賞作品の広報への活

用を行います。 

 

（２）下水道教室の実施 

ア 下水道出張教室 

県内の小学校へ公社職員が出向き、4 年生の授業の中で下水道の果たす役

割や仕組みなどを説明するとともに、顕微鏡で汚れた水をきれいにする微生

物の観察をします。 

・実施計画数：24校 

イ 夏休み下水道教室 

県内在住の方を対象として、下水道の果たす役割や仕組みなどの説明、顕

微鏡で汚れた水をきれいにする微生物の観察、水の汚れ具合を簡単に見分け

る簡易的な水質実験及び下水処理場の見学などを実施します。 

・実施計画数：8回 

ウ 「下水道サポーター」講座～小学校教員向け下水道教室～ 

小学校の教員の方々を対象に、汚れた水をきれいにする仕組みや汚れた水

の判定、処理場の見学など、下水道について学び体験する講座に参加してい

ただき、理解を深めていただくとともに、授業の中で子供たちの理解と関心

が高まるような情報や資料を提供します。 

 

（３）市町村主催の環境イベント等への参加 

市町村が主催する環境に関するイベント等に参加し、来場者に下水道の果た

す役割や仕組みなどを説明するとともに、顕微鏡で汚れた水をきれいにする微

生物を観察していただき、環境に対して下水道が果たす役割などについて理解

を深めていただきます。 

・参加計画数：8回 

 

（４）ホームページによる情報発信 

汚れた水をきれいにする下水道の仕組みや施設の概要、地域の方々に利用し

ていただける広場やテニスコートなど様々な情報を発信します。 
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（５）下水道担当職員研修事業 

下水道事業を所管する担当職員を対象に、次の研修会を実施します。 

研修会名 開催時期 研修対象者 研修概要 

一 般  コース 5～6月頃 
主に経験 5 年

未満の職員 

下水道事業の概説や下水処理場

の仕組みなど基礎的な知識につ

いての研修 

専門技術コース 11～12月頃 
主に経験 5 年

以上の職員 

新技術や技術的な課題に関する

専門的な知識についての研修 

管 理 者コース 7～8月頃 主に幹部職員 

下水道事業に関する国の政策や

地方公共団体が抱える課題等に

ついての研修 

 

５ 汚水・汚泥処理技術調査研究事業 

職員がこれまで蓄積してきた豊富な経験や専門的な知識に基づき、維持管理上の技

術的な課題やコストの削減などについて調査研究を行います。 

また、研究成果は、日々の維持管理に反映させるとともに、調査研究報告書にまと

め研究発表会で発表します。 

・調査研究 ４件  

 

（１） 普及啓発業務における新たな取組みについて 

前年度の調査研究として把握したコロナ禍における小学校等利用者のニー

ズに対応するため、夏休み下水道教室におけるオンライン開催や下水道担当

職員研修会のオンデマンド開催について検討を行います。 

 

（２） 水質試験におけるヘリウムガス使用量の削減に関する検討 

法規制項目の水質試験において、希少資源のヘリウムガスを使用していま

すが、世界規模で調達懸念が高まっているため、試験値の精度を維持しつつ、

分析装置の運用方法を見直すことでヘリウムガスの使用量が削減可能か検討

します。 

 

（３） 汚泥処理施設の電気室における腐食性ガス対策について 

    汚泥処理施設内の電気設備は、電気室内に侵入する腐食性ガス（硫化水素）

に起因するとみられる故障が発生しています。 

そこで、腐食性ガスの侵入状況を調査するとともに、腐食性ガスの除去装

置を設置しその効果を検証します。 

 

（４） 扇町水再生センターにおける大腸菌調査 

       扇町水再生センターは、流入水の大腸菌群数が、まれに通常に比べ異常に

高く検出されることがあり、放流水を管理することが難しくなっています。
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大腸菌群数は、大腸菌以外に自然由来の細菌も検出されることもあり、異常

な大腸菌群数の原因を把握できていません。 

令和 4 年 4 月、環境基準が大腸菌群数から大腸菌に変更され、放流水の法

基準も大腸菌群数から大腸菌数へ変更されることが予想されます。 

そこで、大腸菌群数と大腸菌数の相関性を把握するとともに、適正な薬品

注入のための基礎データを取得します。 

 


